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１．2013年３月期第３四半期連結決算実績：
タイでの洪水影響のあった前年同期比では、売上は増加したが、営業損益は、
前年同期並みの損失を計上

第２四半期との変化点としては、カーエレクトロニクスは、市販市場のさらなる低
迷を受けて損益が悪化したこと、ホームエレクトロニクスは、第２四半期に引き続
き黒字を計画していたホームＡＶが、年末商戦の売上未達で黒字化できなかっ
たこと等により、両事業とも損益悪化

２．2013年３月期連結業績予想：
第３四半期の営業赤字を受け、追加コスト削減施策を実施するが、昨年11月６

日に発表した通期業績予想を以下のとおりに修正

本日の発表のポイント
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37
125

4,368
前期実績

10-40当 期 純 損 益

150100営 業 利 益

4,6604,570売 上 高

前回予想今回予想 （単位：億円）

３．構造改革施策：
経営環境の変化に対応し、収益基盤を強化するために、構造改革施策を実施
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-17

5    その他

 

-3

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

＜ カーエレクトロニクス ＞

＜ ホームエレクトロニクス ＞

2013年３月期 第３四半期営業損益 分析

（単位：億円）
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FY13/2Q FY13/3Q

• ホームＡＶは、第２四半期に引き続き、黒字を見込ん
でいたが、主に欧米の年末商戦の売上が計画を下
回ったため、黒字を達成できず

• 光ディスク関連製品は、パソコン向けドライブが計画
に比べ、ＢＤドライブよりもＤＶＤドライブが増加するな
ど、機種ミックスが悪化したことから、黒字化できず

＜ その他 ＞

• ＦＡ機器は、順調な推移だが、光ディスク関連市場
軟調に伴う電子部品の低迷により、損益が悪化

【第３四半期に営業損益が悪化した要因】

• カー市販は、第２四半期と比べ、国内市販ナビの市場
が想定以上に低迷し、また、カーオーディオの売上が、
特に、中南米で減収となったことから、損益が悪化カーエレ

ホームエレ



１．2013年３月期 第３四半期連結決算

２．2013年３月期 連結業績予想

３．構造改革施策

当プレゼンテーション中、当社の現在の計画、概算、戦略、判断などの記述、また、その他すでに確定した事実以外の記
述は、当社の将来の業績の見通しに関するものです。これらの記述は、現在入手可能な情報による当社経営陣の仮定
および判断に基づいています。実際の業績は、様々な重要なリスク要因や不確定要素によって、見通しの中で説明され
ている業績から大きく異なる可能性もありますので、これらの記述に過度に依存されないようお願いします。また、当社は
新たな情報、将来の事象、その他の結果によってこれらの記述を常に見直すとは限らず、当社はこのような義務を負うも
のではありません。当社に影響を与え得るリスクや不確定要素には、(1)当社が関わる市場の一般的な経済情勢、特に消
費動向や当社が製品等を供給する業界の動向、(2)為替レート、特に当社が大きな売上や資産、負債を計上するユーロ、
米ドル、その他の通貨と円との為替レート、(３)競争の激しい市場において、顧客から受け入れられる製品を継続して設
計、開発する能力、(4)事業戦略を成功させる能力、(5)他社との合弁、提携またはその他事業関係の成功、(6)資金調達
能力、(7)研究開発や設備投資に十分な経営資源を継続して投下する能力、(8)製品に関する品質管理能力、(9)生産に必
要な重要部品を継続して調達し得る状況、(10)偶発事象の結果などが含まれますが、これらに限られるものではありませ
ん。

本日の説明
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1． 2013年３月期 第３四半期連結決算
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（単位：億円）

2013年３月期 第３四半期・９ヵ月通期 連結業績概要
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+29.89円219.64円249.53円１株当たり純資産

-4.5%-11.3%-15.8%+31.9%-43.6%-11.7%ROE

９ヵ月通期第３四半期

-2.9%

-7.03円

105.25円

81.17円

-23

-29

-18

1,045
当四半期

-10.8%

-25.16円

104.33円

77.41円

-81

-27

-17

1,018

前年同期

+7.9%

+18.13円

+0.9%

+4.6%

-

-

-

102.6%

前年同期比

+1.2%79.01円80.00円１USドル為 替

平均レート -8.3%110.64円102.17円１ユーロ

-1.2%-2.9% -4.1%ROA

-9.92円-20.47円-30.39円１株当たり純損失

--66-98当期純損失

-24-21経 常 損 益

26.1%5314営 業 損 益

104.3%3,1563,291売 上 高

前年同期比前年同期当期

注） 前年同期の当期純損失には、年金制度移行に伴う終了損失（第３四半期38億円、９ヵ月通期39億円)が含まれています。



（単位：億円）

2013年３月期 第３四半期 営業損益増減要因
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FY13/3Q
営業損失

FY12/3Q
営業損失

１億円の増加

原価率良化 販売費及び
一般管理費の増加

為替影響

-17 +19 +11-18 -4 -18

（ホームエレ）

-9

（カーエレ、
その他）

売上増による
売上総利益増加

売上減による
売上総利益減少



381
海外   287

305

国内　 297

584

686

-23

6

OEM比率 52% （前年同期 49%）＜ 売上高 ＞

＜ 営業損益 ＞

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

※ 当セグメントに含まれる主要製品：
カーナビゲーションシステム、カーステレオ、カーＡＶシステム、
カースピーカー

セグメント別売上高・営業損益（第３四半期）： カーエレクトロニクス
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OEMカーナビゲーションシステム

市販カーオーディオ

増収要因

OEMカーオーディオ

市販カーナビゲーションシステム

減収要因

117％ （国内 103％、海外 133％）対前期

売上増による売上総利益増加（+17億円）

原価率良化(+16億円)

良化要因

為替影響(-４億円)

販売費及び一般管理費の増加（-１億円）

悪化要因

29億円の良化対前期

営業
損益

（億円）

FY12/3Q FY13/3Q

売上高



179海外   173

69

国内　 161

333

248

2

-17

＜ 売上高 ＞

＜ 営業損益 ＞

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

セグメント別売上高・営業損益（第３四半期）： ホームエレクトロニクス
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売上高

営業
損益

FY12/3Q FY13/3Q

（億円）

ＤＪ機器、AVシステム増収要因

光ディスクドライブ関連製品、CATV関連機器減収要因

75％ （国内 43％、海外 104％）前年同期比

19億円の悪化前年同期比

売上減による売上総利益の減少（-18億円）

販売費及び一般管理費の増加（-５億円）

為替影響（-２億円）

悪化要因

原価率の良化（+５億円）良化要因

※ 当セグメントに含まれる主要製品：
AVシステム、オーディオコンポーネント、 DJ機器、 CATV関連機器、ブ
ルーレイディスクプレーヤー、ブルーレイディスクドライブ、 DVDプレー
ヤー、DVDドライブ、AVアクセサリー



海外     28 37

国内  　 73
74

111
101

-8-2

＜ 売上高 ＞

＜ 営業損失 ＞

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

セグメント別売上高・営業損益（第３四半期）： その他
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売上高

営業
損失

FY12/3Q FY13/3Q

（億円）

※ 当セグメントに含まれる主要製品：
FA機器、スピーカーユニット、電子部品、有機ELディスプレイ、
電話機、業務用AVシステム、 EMS（電子機器受託製造サービ
ス）、地図ソフト、光ディスク関連特許の使用許諾

EMS、FA機器増収要因

電子部品、電話機減収要因

109％ （国内 101％、海外 130％）前年同期比

売上増による売上総利益の増加（+１億円）

為替影響（+１億円）

良化要因

原価率の悪化（-８億円）

販売費及び一般管理費の増加（-１億円）

悪化要因

６億円の悪化前年同期比
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FY12/3Q FY13/3Q
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0
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FY12/3Q FY13/3Q

（単位：億円）

2013年３月期 第３四半期 地域別売上高
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北米日本

欧州 その他地域

FY13/3Q 前年同期比
円ベース： 119％
現地通貨ベース： 116％

増収要因
市販カーオーディオ
AVシステム
ＤＪ機器

減収要因
市販カーナビゲーション

システム

FY13/3Q 前年同期比
円ベース： 128％
現地通貨ベース： 122％

増収要因
OEMカーナビゲーション

システム
市販カーオーディオ
ＤＪ機器

減収要因
オーディオコンポーネント

FY13/3Q 前年同期比
85％

増収要因
OEMカーナビゲーション

システム
FA機器
減収要因
光ディスクドライブ関連製品
OEMカーオーディオ
市販カーナビゲーション

システム

FY13/3Q 前年同期比
円ベース： 119％
現地通貨ベース： 116％

増収要因
市販カーオーディオ
OEMカーナビゲーション

システム
EMS事業、ＤＪ機器

減収要因
光ディスクドライブ関連製品
電子部品



2013年３月期 第３四半期・９ヵ月通期 連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：億円）
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-8
5

15
7

-3
2

44 -2
9

-3
8

-7
8 -9
7

-8
7

-5
7-42

-128

78

-123
-86

FY12/3Q FY12/4Q FY13/1Q FY13/2Q FY13/3Q

営業キャッシュ・フロー

投資キャッシュ・フロー

フリー・キャッシュ・フロー
047--11投資有価証券評価損

９ヵ月通期第３四半期

-672

295

-14

-86

21

51

-57

-29

39
-11
-72
-46
-67
91

-1
65

-18
当四半期

-528

404

-128

-123

3

-7

-38

-85

13

-7
-30
-84
-37
31

37
61

-69
前年同期

-156現金・現金同等物の換算差額

439退職給付引当金の増減

-71-164現金・現金同等物の増減

-114-257フリー・キャッシュ・フロー

39150売上債権の増減

-123-185棚卸資産の増減

-40-126仕入債務の増減

-31-43法人税等の支払

-32-65未払費用の増減

58

-139

25

12

183
-27

前年同期

84その他

188減価償却費

現金・現金同等物の残高

NETキャッシュ残高

87財務キャッシュ・フロー

-240投資キャッシュ・フロー

-16営業キャッシュ・フロー

-75税金等調整前当期純損益

当期



695

883

750
669

639 754

57
49

6061

76

50

'11/12 '12/03 '12/06 '12/09 '12/12 '13/03

2013年３月期 第３四半期 棚卸資産

（単位：億円）

回転日数
（日）
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予想



488

113

485

203

129

471

海外   933
1,184

196

220

国内   934

1,092

2,276

1,867

973

316 325

690

22

87

32

-6
-15-47

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

（単位：億円）

2013年３月期 セグメント別売上高・営業損益（９ヵ月通期）
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売上高

営業
損益

カーエレクトロニクス ホームエレクトロニクス その他

FY12
1-3Q

FY13
1-3Q

FY12
1-3Q

FY13
1-3Q

FY12
1-3Q

FY13
1-3Q



２. 2013年３月期 連結業績予想
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海外  2,148 2,520 2,510

国内  2,220 2,050 2,150

4,570 4,660
4,368

100125 150

FY12 　　FY13　

今回予想

  FY13　　

前回予想　

（参考）

2013年３月期 通期連結業績予想

（単位：億円）

-

50.7%

79.9%

104.6%

前期比

1109950経 常 利 益

10

150

4,660

11/６時点

予想 （参考）

37-40当 期 純 損 益

125100営 業 利 益

4,3684,570売 上 高

前期実績今回予想

108.98円

79.08円

前期実績

1ユーロ

1USドル

今回予想

77円90円
為替前提

レート 100円120円

11/６時点予想
（参考）

1.2%

261.98円

4.3%

11.43円

前期実績
11/６時点

予想 （参考）今回予想

3.11円-12.46円１ 株 当 た り 純 利 益

1.2%-4.7%ROE

-1.3%

282.48円

0.3%

272.11円

ROA

１ 株 当 た り 純 資 産

（注） １円の円高インパクト（残り３ヵ月）は、売上高では、US$は、約▲6.6億円、 €は、約▲1.5億円、
営業利益では、US$は、約0.6億円（良化）、 €は、約▲0.8億円。

売上高

営業
利益
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2013年３月期 第４四半期営業損益 前四半期比較

（単位：億円）

売上増加による
売上総利益の増加

製造費用の
削減

販売費及び
一般管理費の減少

為替影響

-18 +24+64 +6 +86+10

104億円の増加

17

FY13/4Q
予想

FY13/3Q
実績



2013年３月期 通期営業利益 前回計画比

（単位：億円）

売上減少による
売上総利益の減少

原価率悪化
販売費及び

一般管理費の減少
為替影響

+150 -57-60 +8 +100+59

前回予想
営業利益 50億円の減少

今回予想
営業利益
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注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

1,6451,675
海外 1,343

1,5051,450

国内 1,364

2,708

3,1503,125

145
103 125

FY12 FY13今回予想 FY13前回予想

（参考）

OEM比率 51% （前期 43%）＜ 売上高 ＞

市販カーナビゲーションシステム減収要因

OEMカーナビゲーションシステム
市販カーオーディオ

増収要因

115％ （国内 106％、海外 125％）対前期

＜ 営業利益 ＞

原価率悪化(-38億円)

販売費及び一般管理費の増加(-36億円)

悪化要因

売上増による売上総利益増加（+96億円）良化要因

22億円の良化対前期

2013年３月期予想： カーエレクトロニクス

＜ 出荷台数 ＞

8,040
＊

920

FY13今回予想

6,980市販カーCD

940市販カーナビ

ＦＹ12実績

（単位：千台）

売上高

営業
利益

（単位：億円）

OEMカーナビゲーションシステム増収要因

市販カーナビゲーションシステム
OEMカーオーディオ

減収要因

99％ （国内 96％、海外 102％）対前回予想

販売費及び一般管理費の減少(+31億円)良化要因

売上減による売上総利益減少（-６億円）

原価率の悪化（-46億円）

悪化要因

20億円の悪化対前回予想

＊期初予想から
変更ありません。
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685670海外   649

375
340

国内   581

1,231

1,0601,010

1536 -10

FY12 FY13今回予想 FY13前回予想

（参考）

＜ 売上高 ＞

光ディスクドライブ関連製品減収要因

DJ機器、ホームAV製品増収要因

82％ （国内 58％、海外 103％）対前期

＜ 営業利益 ＞

販売費及び一般管理費の増加(-45億円）

売上減少による売上総利益減少（-40億円）

悪化要因

原価率の良化(+39億円)良化要因

46億円の悪化対前期

2013年３月期予想: ホームエレクトロニクス

売上高

営業
損益

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

（単位：億円）

95％（国内 91％、海外 98％）対前回予想

CATV関連機器

ホームAV製品

減収要因

20

販売費及び一般管理費の減少(+４億円)良化要因

売上減による売上総利益減少（-15億円）

原価率の悪化（-14億円）

悪化要因

25億円の悪化対前回予想



180175海外   155

270
260国内   274

429
450435

-5-3 -15                 

FY12

                 

FY13今回予想

                  

FY13前回予想

（参考）

2013年３月期予想: その他

営業
損益

売上高

＜ 売上高 ＞

＜ 営業損益 ＞

電子部品、特許料収入減収要因

ＥＭＳ、ＦＡ機器増収要因

101％ （国内 95％、海外 113％）対前期

電子部品、電話機悪化要因

ＦＡ機器良化要因

12億円の悪化対前期

注）セグメント別営業損益は、セグメント間取引消去前の金額を表示しています。

（単位：億円）

ＦＡ機器増収要因

97％（国内 96％、海外 97％）対前回予想

電子部品、スピーカーユニット減収要因

10億円の悪化対前回予想

売上減少による売上総利益減少（-10億円）悪化要因
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1,065
977

0

500

1,000

1,500

555498

0

500

1,000

673

900

0

500

1,000

2,0502,220

0

1,000

2,000

3,000

FY13 前期比
円ベース： 112％
現地通貨ベース： 114％

増収要因
市販カーオーディオ
ホームAV製品
DJ機器

減収要因
市販カーナビゲーション
システム

FY13 前期比
円ベース：134％
現地通貨ベース： 129％
増収要因
OEMカーナビゲーション
システム

OEMカーオーディオ
市販カーオーディオ
DJ機器
ホームAV製品
減収要因
特許料収入

FY13 前期比
92％

増収要因
OEMカーナビゲーション
システム

減収要因
光ディスクドライブ関連製品
市販カーナビゲーション
システム

OEMカーオーディオ

北米日本

欧州 その他地域

2013年３月期予想： 地域別売上高

FY13 前期比
円ベース： 109％
現地通貨ベース： 104％
増収要因
市販カーオーディオ
OEMカーナビゲーション
システム

OEMカーオーディオ
DJ機器
ホームAV製品
EMS

減収要因
光ディスクドライブ関連
製品

電子部品

（単位：億円）

FY12実績 FY13今回予想 FY12実績 FY13今回予想

FY12実績 FY13今回予想 FY12実績 FY13今回予想
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458

238 221

310

248 (241)

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13今回予想

432 393
298 246

260

(188)

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13今回予想

669596
849

551
695

49
4743

76

50

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13今回予想

548
360 330 346

360

(280)

7.97.9
9.8

8.2 7.2

FY09 FY10 FY11 FY12 FY13今回予想

棚卸資産

設備投資

研究開発費

減価償却費

2013年３月期予想： 棚卸資産、研究開発費、設備投資、減価償却費

回転日数
（日）

対売上高比率（％）

（9ヵ月実績）

（9ヵ月実績） （9ヵ月実績）

（単位：億円）
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注） 1.  「投資キャッシュ・フロー」、「現金及び預金」には、３ヵ月超の定期預金を含んでいます。

２. D/E 比率＝有利子負債÷（純資産－少数株主持分）

2013年３月期予想： キャッシュ・フローおよび財務指標

【キャッシュ・フロー】

-36
17

-218
182

FY12

-270
35

-310
40

FY13今回予想

-5
218
-84
80

FY10 FY11

413フリー・キャッシュ・フロー

-742財務キャッシュ・フロー

39投資キャッシュ・フロー

375営業キャッシュ・フロー

460
1.1倍

436
26% 
890

FY12

230
1.0倍

685
29% 
905

FY13今回予想

1.0倍1.9倍Ｄ/Ｅ 比 率

403738ネ ッ ト 有 利 子 負 債

902

22%
907

FY10 FY11

476現 金 及 び 預 金

27%自 己 資 本 比 率

885純 資 産

【財務指標】

（単位：億円）
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３．構造改革施策
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構造改革施策

26

【実施の理由】

※環境の変化とは：
【カーエレクトロニクス】
①自動車需要の変化：国内では小型化にシフト、新興国では廉価モデルの拡大
②市販市場の変化：先進国市場から新興国市場へシフト
③国内カーナビゲーション市場の変化：ディーラーオプション市場の拡大によるカー

市販市場への影響増加
④ビジネスモデルの変化：ハード中心から、ハード＋ソフトへ
⑤競争相手の変化：カーエレクトロニクスメーカーからスマートフォンメーカー等、

他業種に
⑥競争相手の拡大：カーエレクトロニクス市場における大手家電メーカーとの競合

【ホームエレクトロニクス】
・ホームＡＶ：売上拡大の鈍化
・光ディスク：市場の縮小

足元の環境変化※、特に、カーエレクトロニクスの大きな変化は、当社の今後の
収益性に影響を与える可能性があることから、将来を見据えて既存事業のコス
ト構造を抜本的に見直し、収益基盤の強化を目指す



構造改革施策
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【施策の概要】

中期的（構造的）施策

カーエレクトロニクスの各プロセス(開発、生産、販売）の見直し

⇒本格的な収益改善効果はFY15から

ホームエレクトロニクス（ホームＡＶ、光ディスク等）の不採算事業

の事業構造の見直し

雇用調整

⇒正社員等 約800名削減

短期的施策

役員報酬および従業員給与・賞与の減額等

⇒速やかに効果が出る施策として実施



構造改革施策
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カーエレクトロニクス

【背景と課題】

自動車需要の変化や市場の構造変化等により、市販、ＯＥＭ
両市場において、単価ダウンが続いており、『収益性強化』のた
めには、従来の延長線上のコスト削減では限界あり

《抜本的な事業構造の見直しが必要》

【施策】

①開発：・ モジュラーデザインの推進等、開発手法の見直しと効率化の徹底

・ ハードからソフトへの人員シフト

②生産：国内外生産拠点の再編によるスリム体制の構築

③販売：先進国の販売体制のスリム化により、経営資源を新興国へシフト



構造改革施策
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ホームエレクトロニクス

【背景と課題】

現状の市場規模での『安定的な黒字体質の確立』

《事業体制の大幅な見直し》

【施策】

●『ホームＡＶ』とその周辺事業を含め再編成し、分社・独立させて、組織の

スリム化、重複機能部分の解消を図ることによる、コスト構造の軽量化

●『光ディスク』は、今下期に実施した体制見直しに加え、さらなる
スリム化の実施



構造改革施策
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固定費削減施策

雇用調整

・ 国内グループ会社合計で正社員等 約800人削減

役員報酬および従業員給与・賞与の減額等

固定費削減効果

FY14(来期） 約100億円



2013年５月発表
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2013年５月に発表予定：

・ 構造改革施策の進捗

・ 構造改革後の成長戦略（『中期事業計画』）




